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　　　　　　　　　　まめまき
　2月3日の節分の日に、幼稚園でまめまきが行われました。

　赤鬼と青鬼が幼稚園にやって来て、鬼が向かってくるやいなや泣きだす子や

まめをカー杯なげつける子などいろいろでしたが、どの子供たちも今年1年病
気やけがなどをしないでくださいね。



　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
今
日
の
文
化
を

築
き
あ
げ
て
き
た
長
い
歴
史
の
過
程
で

多
く
の
遺
産
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
建
築
物
・
絵
画
・
工
芸
品
・

文
書
・
民
具
な
ど
形
を
有
す
る
も
の
と

伝
統
工
芸
技
術
や
芸
能
・
信
仰
な
ど
形

の
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
有
形
・
無

形
の
も
の
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
文

化
財
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
江
南
町
教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
、

各
種
の
文
化
財
資
料
所
在
調
査
お
よ
び

遺
跡
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
に
よ
り
確
認
・
出
士
し
た

文
化
財
の
中
か
ら
、
歴
史
的
価
値
の
高

い
も
の
十
二
件
を
平
成
九
年
一
月
二
十

日
に
、
新
た
に
「
町
指
定
文
化
財
」
に

指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
、
地
域

共
有
の
財
産
と
し
て
保
護
・
保
存
し
て

後
世
へ
継
承
し
、
あ
わ
せ
て
郷
士
資
料

と
し
て
広
く
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

　
江
南
町
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財

「
平
山
家
住
宅
」
、
県
指
定
史
跡
「
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ろ
く
め
い

古
墳
群
」
、
県
指
定
文
化
財
「
嘉
禄
銘
・

い
た
い
し
と
う
ば

板
石
塔
婆
」
等
貴
重
な
文
化
財
が
数
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化

財
を
と
お
し
て
、
郷
士
の
歴
史
と
伝
統

の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
町
内
の
文
化
財
巡
り
を
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

ニ
う
あ
ん
め
い
ま
ん
だ
　
ら
い
た
い
し
と
う
ば

弘
安
銘
曼
陀
羅
板
石
塔
婆
　
一
基

〔
所
在
地
〕
　
中
央
一
ー
一

〔
所
有
者
〕
　
江
南
町

本
資
料
は
、
樋
春
の
平
山
館
に
所
在

し
て
い
た
も
の
で
、
現
在
は
町
教
育
委

員
会
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
い
た
い
ぽ
ん
じ
　
　
　
あ
み
だ

　
主
尊
は
、
異
体
梵
字
に
よ
る
阿
弥
陀

に
ょ
ら
い
　
　
　
や
け
ん
ぼ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん
ざ

如
来
が
薬
研
彫
で
刻
ま
れ
、
連
座
の
下

　
　
　
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ん
こ
う

に
は
、
大
日
如
来
を
中
心
と
す
る
金
剛

界
曼
陀
羅
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内

で
も
類
例
の
少
な
い
貴
重
な
資
料
で
す
。

有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

し
ょ
う
あ
ん
め
い

正
安
銘
板
石
塔
婆
　
ロ
基

〔
所
在
地
〕
　
押
切
七
三
四

〔
所
有
者
〕
　
松
本
　
芳
治
　
氏

　
本
資
料
は
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇

年
）
銘
を
残
し
、
主
尊
は
異
体
梵
字
に

よ
る
阿
弥
陀
如
来
が
縦
長
の
薬
研
彫
で

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
造
立
者
に

は
多
摩
地
方
出
身
の
武
蔵
武
士
で
あ
る

武
藤
氏
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
造
立
者
に
武
士
の
名
前
が
刻
ま
れ
た

例
は
少
な
く
、
当
時
の
武
蔵
武
士
の
信

仰
が
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
貴
重
で

す
。有

形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

し
ょ
う
　
か
　
め
い
　
ニ
　
く
じ
つ
そ
ト
フ
　
ぽ
　
さ
つ

正
嘉
銘
虚
空
蔵
菩
薩
板
石
塔
婆

〔
所
在
地
〕
　
押
切
七
三
四

　
本
資
料
は
松
本
氏
蜜
剛
に
、

〔
所
有
者
〕
　
松
本
　
芳
治
　
氏

一
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
安
銘

板
石
塔
婆
と
と
も
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。　
総
高
八
八
㎝
で
正
嘉
二
年
（
一
二
五

八
年
）
銘
と
古
式
な
形
態
を
残
し
て
い

ま
す
。
主
尊
に
虚
空
蔵
菩
薩
を
刻
む
も

の
は
、
類
例
を
ほ
と
ん
ど
見
な
い
貴
重

な
資
料
で
す
。

有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

か
り
ず
り
め
も
ん
ど
　
き

籠
目
紋
土
器
　
一
点
付
塩
西
遺
跡

第
二
号
土
坑
出
土
遺
物
一
括

〔
所
在
地
〕
　
中
央
一
－
一

〔
所
有
者
〕
　
江
南
町

　
本
資
料
は
、
一
九
八
三
年
に
町
教
育

委
員
会
が
調
査
し
た
塩
西
遺
跡
第
二
号

土
坑
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
す
。

　
本
土
坑
よ
り
出
土
し
た
土
器
は
四
十

個
体
を
数
え
、
中
で
も
注
目
さ
れ
る
籠

目
紋
土
器
は
、
碗
形
を
呈
し
胴
部
全
面

及
び
底
部
に
籠
目
の
圧
痕
が
施
文
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土
器
は
、
全

国
的
に
も
出
土
例
は
少
な
く
、
完
形

品
と
な
る
と
非
常
に
希
少
な
も
の
で
す
。

　
本
土
坑
出
土
遺
物
は
、
古
墳
時
代
初

頭
の
関
東
地
方
の
土
器
の
様
相
お
よ
び
、

さ
い
　
し

祭
祀
行
為
を
反
映
し
た
資
料
と
し
て
貴

重
な
も
の
で
す
。

◎

有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

き
ゆ
う
か
ん
の
ん
じ

旧
観
音
寺
地
蔵
　
一
体

〔
所
在
地
〕
　
樋
春
一
一
七
七
－
一

〔
所
有
者
〕
　
真
光
寺
（
坂
田
哲
郎
氏
）

　
本
資
料
は
、
樋
春
の
旧
観
音
寺
境
内

跡
地
に
所
在
し
ま
す
。
全
姿
丸
彫
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
で
く
じ
ょ
う

身
高
九
八
㎝
。
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に

宝
珠
を
持
ち
、
台
座
に
は
、
享
保
七
年

（
一
七
二
二
年
V
の
製
作
年
と
、
熊
谷

に
在
住
し
た
江
戸
時
代
の
石
工
「
松
井

清
兵
衛
清
昌
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。　
石
工
が
作
品
に
自
分
の
名
を
刻
む
事

は
大
変
珍
し
く
、
容
姿
端
麗
で
遺
存
状

態
も
良
い
貴
重
な
資
料
で
す
。

有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

か
ん
せ
い
め
い
そ
う
た
い
と
う
そ
じ
ん

寛
政
銘
双
体
道
祖
神
像
　
一
基

〔
所
在
地
〕
　
押
切
七
〇
〇

〔
所
有
者
〕
　
押
切
区

　
道
祖
神
は
村
境
や
峠
、
辻
橋
の
た

も
と
に
立
っ
て
外
か
ら
入
っ
て
く
る
疫

病
や
悪
霊
の
た
ぐ
い
を
防
ぐ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
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押
切
の
双
体
道
祖
神
は
足
の
神
様
と

し
て
の
信
仰
が
見
ら
れ
、
足
の
病
に
な

る
と
大
き
な
わ
ら
じ
を
つ
く
っ
て
奉
納

し
て
い
ま
す
。
民
俗
の
伝
承
と
い
う
観

点
か
ら
見
て
も
興
味
深
く
、
町
内
唯
一

の
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

き
ょ
う
ほ
う
め
い
な
み
の
ゆ
ぺ
ん
ざ
い
て
ん

享
保
銘
波
乗
弁
財
天
像

〔
所
在
地
〕
　
押
切
一
〇
七
六

〔
所
有
者
〕
　
押
切
区

　
本
資
料
は
波
の
波
頭
に
弁
財
天
が
出

現
す
る
様
子
を
示
し
て
お
り
、
波
の
端

雲
の
形
象
と
呼
応
し
て
荒
れ
る
河
の
様

子
を
写
し
て
い
ま
す
。
こ
の
弁
財
天
の

そ
ば
に
は
、
荒
川
か
ら
取
水
し
た
吉
見

用
水
が
流
れ
て
お
り
、
以
前
は
こ
の
用

水
堀
に
架
か
る
橋
際
に
立
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
用
水
を
守
る
水
神
と

し
て
奉
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

ほ
う
と
う
じ
あ
み
た
に
ト
ト
ら
い
く

宝
憧
寺
阿
弥
陀
如
来
像
　
一
躯

〔
所
在
地
〕
　
押
切
二
二
四

〔
所
有
者
〕
　
宝
橦
寺
（
永
田
三
壬
里
氏
）

　
製
作
年
、
製
作
者
等
は
銘
文
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
様
相
か
ら
、

鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
の
造
り
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
の
う
　
え

ま
す
。
右
胸
付
近
の
納
衣
の
一
部
と
背

中
等
に
金
箔
を
残
し
て
い
ま
す
。
像
・
同

は
三
一
・
五
㎝
と
小
さ
い
で
す
が
、
当

時
は
荘
厳
な
彫
刻
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
　
　
　
く
す
ゆ
つ
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く
し
に
し
ら
い

　
手
に
は
薬
壷
を
持
ち
、
薬
師
如
来
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
に
付
け
替
え
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

し
ょ
う
あ
ん
じ

浄
安
寺
千
体
地
蔵
　
一
括

〔
所
在
地
〕
　
御
正
新
田
二
四
七

〔
所
有
者
〕
　
浄
安
寺
（
嶋
山
邦
久
氏
）

　
こ
の
千
体
地
蔵
は
、
本
尊
の
地
蔵
座

像
と
と
も
に
浄
安
寺
地
蔵
堂
の
中
に
あ

り
、
も
と
も
と
は
、
そ
の
名
が
示
す
ご

と
く
千
体
近
く
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
約
六
一
二
〇
体
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
長
二
〇
㎝
前
後
の
も

の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
一
本
造
り
の

木
造
仏
で
す
。
こ
れ
ら
は
地
蔵
信
仰
の

　
　
ニ
　
や
す

も
と
子
安
・
治
癒
・
延
A
墨
寸
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鱗

有
形
文
化
財
（
民
俗
資
料
）

押
切
八
幡
神
社
獅
子
頭
　
二
躯

〔
所
在
地
〕
　
押
切
一
〇
五
六
1
一

〔
所
有
者
〕
　
押
切
区

　
雄
獅
子
、
雌
獅
子
と
も
に
材
質
は
桐

で
、
全
長
二
二
・
五
㎝
の
箱
型
を
様
し

て
い
ま
す
。
頭
の
形
態
か
ら
江
戸
中
期

頃
の
製
作
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
上
押
切
の
サ
サ
ラ
（
獅
子
舞
）
は
現

在
中
断
し
て
い
ま
す
が
、
古
く
か
ら
伝

わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
て
獅
子
頭

は
旧
東
陽
寺
で
保
管
し
、
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
年
）
に
廃
寺
と
な
っ
た
あ
と
も

　
　
ニ
う
え
い

そ
の
後
窩
で
あ
る
押
切
の
御
正
山
家
で

保
管
し
て
い
ま
し
た
。

σ

有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

篠
場
家
文
書

〔
所
在
地
〕
　
板
井
五
九
四

〔
所
有
者
〕
　
篠
場
　
喜
一
　
氏

　
こ
の
文
書
は
、
当
地
に
近
代
ま
で
所

　
　
　
ほ
ん
さ
ん
は
し
の
け
ん

在
し
た
本
山
派
修
験
寺
院
で
あ
る
長
命

寺
の
住
職
を
勤
め
た
篠
場
家
に
保
存
さ

れ
て
き
た
史
料
で
す
。

　
文
書
は
戦
国
期
五
点
と
、
近
世
初
期

か
ら
明
治
初
年
の
二
十
点
か
ら
な
り
、

長
命
寺
を
中
心
と
し
た
江
南
周
辺
の
修

験
支
配
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
で

す
。

記
念
物
（
史
跡
）

　
　
お
う
け
つ
　
ほ

高
根
横
穴
墓
　
一
基

〔
所
在
地
〕
　
小
江
川
三
四
二
－
三

〔
所
有
者
〕
　
岡
部
　
正
次
　
氏

　
通
称
「
ポ
ン
ポ
ン
山
」
の
山
頂
付
近

に
位
置
し
、
南
側
に
開
口
し
て
い
ま
す
。

　
吉
見
百
穴
墓
群
や
黒
岩
横
穴
墓
群
な

ど
の
吉
見
丘
陵
の
大
規
模
な
横
穴
墓
群

よ
り
も
後
出
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
七

世
紀
以
降
に
造
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
周
囲
に
は
ま
だ
数
基
埋
没
し
て
い
る

可
能
性
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
　
鵬
　
瀞
　
・
、
　
藤
礁
義
讐
灘
繋

欝　舜「難

婆

（3）



四
月一
日

　
か
ら

も
昆
恕
恥
田
電
の
囲
し
癒
囎
麗
⑩
＠
霧
窃

　
　
力
ン
類
・
じ
ン
類
・
署
の
他
に
分
U
て
透
明
袋
て
ノ

　
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
”
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
”
が
四
月
一
日
よ

り
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
で
ゴ
ミ
の
分
別
や
減
量
化
、
収
集

作
業
の
安
全
の
た
め
、
も
え
な
い
ゴ
ミ
の
排
出
は
透
明
袋
の
導
入

を
実
施
し
昨
年
十
目
一
日
よ
り
三
月
三
十
一
［
口
ま
で
試
行
（
準
備
）

期
間
と
し
、
い
よ
い
よ
四
目
一
日
よ
り
完
全
実
施
と
な
り
ま
す
。

　
透
明
袋
に
よ
る
ゴ
ミ
出
し
が
百
％
に
な
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

轟
麟
』

中身の確認できない袋（黒いビニール袋、肥料袋、
紙袋、ダンボール）で出されたものは、収集いたし
ませんのでご注意ください。

四
月
よ
り
リ
サ
イ
ウ
ル
法

　
　
　
　
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
”
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
”
が
四

月
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

、
こ
の
法
律
で
は
、
全
て
の
主
体
－
消

費
者
・
国
・
地
方
公
共
団
体
・
事
業
者

1
の
参
加
に
よ
り
、
循
環
型
社
会
へ
の

転
換
に
向
け
て
、
段
階
的
に
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
私
た
ち
の
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
中
で
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
る
容
器
包
装
廃
棄
物
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
、
適

切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
埼
れ
φ
立
場
で

　
　
　
　
　
役
割
分
担

　
具
体
的
な
役
割
分
担
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

圏
丁
繰
り
返
し
て
使
用
す
る
こ
と

　
が
可
能
な
容
器
包
装
の
分
別
排
出
に

　
努
め
る
。

團
－
情
報
の
収
集
。
法
律
を
促
進

　
す
る
た
め
の
研
究
開
発
の
推
進
と
そ

　
の
成
果
の
普
及
。
教
育
・
広
報
活
動

　
を
通
じ
て
国
民
の
理
解
を
深
め
、
協

　
力
を
求
め
る
よ
う
努
め
る
。
都
道
府

　
県
に
対
し
助
言
と
援
助
を
行
う
。

團
⊥
巾
町
村
に
対
し
、
必
要
な
技

術
的
援
助
を
行
う
。
再
商
品
化
等
を

　
促
進
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
行

　
う
よ
う
努
め
る
。
こ
れ
ら
を
実
現
す

　
る
た
め
、
分
別
収
集
促
進
計
画
を
策

　
定
す
る
。

口
闘
圓
閣
国
－
分

　
別
収
集
に
必
要
な
措
置
を
行
う
よ
う

　
努
め
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

　
分
別
収
集
計
画
を
策
定
す
る
。

園
…
圏
圃
－
法
律
の
対
象
と
な
る
容
器
を

　
製
造
、
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
事
業

　
者
は
、
繰
り
返
し
て
使
用
す
る
こ
と

　
が
可
能
な
製
品
使
用
の
推
進
や
、
再

　
商
品
化
、
排
出
抑
制
に
努
め
る
。

分
別
収
集
計
画
書
セ
策
定

　
町
内
の
も
え
な
い
ゴ
ミ
は
現
在
、
大

里
郡
市
九
市
町
村
で
構
成
す
る
大
里
広

域
市
町
村
圏
組
合
の
大
里
広
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
も
、

も
え
な
い
ゴ
ミ
の
一
部
と
し
て
、
こ
こ

の
施
設
に
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定
に

伴
い
、
組
合
で
は
昨
年
の
十
月
に
市
町

村
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
分
別

収
集
計
画
歳
墓
疋
し
ま
し
た
。

　
　
◎

　
こ
の
計
画
書
で
は
、
組
合
を
構
成
す

る
市
町
村
が
協
力
し
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
を
決
め
、
容
器
包
装
廃
棄

物
の
う
ち
当
面
は
、
①
ア
ル
ミ
カ
ン
②

ス
チ
ー
ル
カ
ン
③
無
色
ガ
ラ
ス
ビ
ン
④

茶
色
ガ
ラ
ス
ビ
ン
⑤
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス

ビ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
四
年
と
昨
年
に
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
爆
発
事
故
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
を
教
訓
に
、
爆
発
事
故
の
防

止
や
、
収
集
時
の
危
険
防
止
、
分
別
収

集
の
推
進
を
図
る
た
め
、
三
分
別
に
よ

り
透
明
袋
で
の
収
集
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
φ
収
集
方
法
も

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
踏
ま
え
、

昨
年
十
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
試
行

（
準
備
）
期
間
と
し
て
、
新
し
い
ル
ー

ル
に
慣
れ
、
四
月
か
ら
次
の
よ
う
な
収

集
方
法
で
本
格
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
透
明
袋
に
限
定
。
も
え
な

　
　
　
　
　
い
ゴ
ミ
の
処
理
施
設
を
運

営
す
る
九
市
町
村
で
、
作
成
し
た
透
明

標
準
袋
（
商
工
会
加
盟
店
で
販
売
）
、

ま
た
は
市
販
の
透
明
袋
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
カ
ン
類
、
ビ
ン
類
、
そ
の

　
　
　
　
他
の
三
種
類
に
分
別
。
そ

れ
ぞ
れ
別
に
透
明
袋
に
入
れ
て
、
収
集

日
当
日
（
当
日
以
外
に
は
出
さ
な
い
こ

と
）
の
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
に
収
集

（4）



場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
袋
に
入
ら
な
い
大
き
い
物
は
、
ひ
も

で
し
ば
る
な
ど
、
収
集
し
や
す
い
状
態

に
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
従
来
ど
お
り
、
月
二
回
で

　
　
　
　
　
す
。
収
集
日
程
表
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［　　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
身
の
確

収
集
で
き
な
い
物
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
で
き
な

い
袋
で
出
さ
れ
た
物
や
次
の
物
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
買
い
替
え
る
際
に
引

き
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
販
売
店
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
o
タ
イ
ヤ
○
バ
ッ
テ

リ
ー
o
オ
ー
ト
バ
イ
○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

ボ
ン
ベ
○
ガ
ス
抜
き
を
し
て
い
な
い
ス

プ
レ
ー
カ
ン
o
消
火
器
o
劇
物
・
農
薬

と
そ
の
容
器
○
大
型
農
機
具
（
小
さ
く

解
体
し
た
も
の
は
可
）
○
金
属
粉
○
営

業
活
動
に
伴
う
機
器
（
自
動
販
売
機
・

冷
蔵
庫
等
）
○
建
築
廃
材
の
焼
却
灰
（
自

家
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
）
○
コ
ン
ク

リ
ー
ト
類
な
ど
。

　
ま
た
営
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生
し
た

ゴ
ミ
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正

に
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯

　
　
　
　
　
機
な
ど
大
型
家
電
製
品
も

収
集
し
ま
す
が
、
買
い
替
え
る
場
合
は

で
き
る
だ
け
販
売
店
に
不
用
製
品
を
引

き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ビ
ン
も
、
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も

ら
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

指定紙袋・標準透明袋販売取扱店

販　売　店　名 住　　　所 電　話

㈲　あ、づ　ま　や 三本1899－2 36－5098

㈱いなげや大里江南店 中央2－19－5 36－3811

岩　　問　　綿　　店 上新田59 36－0989

牛　　山　　商　　店 成沢349－2 36－0456

大場食料品店 小江川2145－3 36－1544
岡　　部　　商　　店 小江川944－2 36－0463

笠　原　弘　商　店 押切825 36－0070

熊谷ビジネスリサーチ 小江川2091－4 36－3110

小　久　保　商　店 千代412 36－0459

小　　島　　商　　店 樋春996 36－4497

㈱　江　南　薬　品 樋春2070－18 36－1164

㈱　コ　バ　ヤ　シ 板井1037－4 36－1206

権　　田　　酒　　店 押切345－1 36－0470

販　売　店　名 住　　　所 電　話

権　　田　　商　　店 野原622－2 36－2474

松月　食料品店 三本1902 36－0243

㈲中島利信商店 御正新田314 36－0591

中　　村　　酒　　店 塩380－1 36－6108

根　岸　洋　品　店 小江川2153 36－0946

野　　口　　商　　店 小江川2100－3 36－5811

馬　　場　　商　　店 樋春989 36－4126

はしもとや酒店 小江川1927－1 36－0174

橋　本　洋　品　店 樋春1956－1 36－2654

ブドウ園雑貨店 成沢1143－2 36－5335

㈲　松　本　商　店 小江川2117 36－0569

㈲ヤオヨシ江南店 御正新田1293－1 36－6688

神　　風　　商　　店 板井481 36－0465

保健所が実施する主なサービス

甲囎⑨皐の尉から

☆県（保健所）と市町村の役割が見直さ
れ、保健サービスの内容が充実します。

市町村の保健サービスが充実します／

今まで保健所で実施していた保健サービスのうち、皆さ
んに身近なサービスは、市町村で実施することになります。

市町村において、赤ちゃんか’）お年寄りまで、生涯を通じ

た保健サービスを展開します。

新たに市町村で実施する主なサービス

O妊産婦及び新生児への訪間指導
O妊産婦健診及び乳児健診

03歳児健診
O栄養に関する相談

問い合せ先　保健衛生課（智36－1521内線311）

保健所の専門的サービスが充実します／

保健所では、保健婦、栄養士などからなる専門チームに
より、未熟児等に関する母』二保健、精神保健・福祉、難病、

エイズなど、専門的な保健サービスの提供や市町村に対す
る技術的な支援を展開します。

レ病気の予防や健康に関する相談
レ未熟児等に関する相談
レ心身の発達に遅れが見られる子どもに関する相談

レ難病に関する相談
レ心の健康相談
レ精神障害者の方の社会復帰の支援
レ麻薬・覚せい剤等に関する相談
レエイズに関する相談や検査の実施

レ各種医療給付に関する相談
レ食中毒に関する相談や検査の実施

》食品や飲料水に関する相談や検査の実施

問い合わせ先　埼玉県熊谷保健所

〒360熊谷市末広3－9－1　aO485－23－2811

☆保健と福祉の連携体制を整備するた
め、県の福祉事務所が変わります。
県では、保健・医療・福祉の連携を推進するため、県の

福祉事務所を2か所新設し、10か所の特定の保健所と同 ・

施設内に置いて、地域における保健と福祉のまちづくりを
支援します。

問い合わせ先　埼玉県大里福祉事務所

〒360熊谷市末広3－9－1　費0485－23－2813
高齢者や身体障害者の方へのサービスは、江南町役場の

住民福祉課（智36－1521内線225）で担当しています。
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こ
ち
ら

一
騨
九
番

最
新
鋭
の
「
消
防
緊
急
通
信

指
令
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
で
は
、
平
成
八

年
度
事
業
と
し
て
「
消
防
緊
急
通
信
指

令
施
設
」
を
更
新
し
、
本
年
四
月
か
ら

本
格
的
に
運
用
開
始
す
べ
く
、
現
在
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
計
画
か
ら
施
工
ま
で
約
二
年
を
か
け
、

完
成
間
近
の
最
新
鋭
の
シ
ス
テ
ム
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
災
害
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
、
災
害

発
生
地
点
の
速
や
か
な
特
定
は
極
め
て

重
要
な
要
素
で
す
。

通
報
者
の
住
所
、

大
き
な
目
標
物
な
ど
を
入
力
す
る
と
自

動
的
に
通
報
場
所
を
探
し
出
し
、
火
災

や
救
急
現
場
ま
で
の
道
路
状
況
や
水
利

な
ど
の
情
報
を
出
動
隊
に
知
ら
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
通
報
か
ら
出
動
ま
で

の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
消
火
・
救
急
活
動
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
一

一
九
番
受
付
と
同
時
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
作
動
、

　
　
電
話
番
号
、
付
近
の

　
従
来
は
、
火
災
の
発
生
場
所
等
の
問

合
せ
に
対
し
、
同
時
に
二
十
人
ま
で
が

限
度
で
後
は
回
線
が
あ
く
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
装

置
で
は
、
約
千
人
ま
で
対
応
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
通
話
中
と
い
う
ケ
ー
ス
は

ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

篇
灘
の
ご
案
内

　
消
防
本
部
の
玄
関
に
設
置
し
て
あ
り
、

消
防
業
務
の
案
内
や
各
種
の
情
報
提
供

（
火
災
・
救
急
件
数
、
そ
の
他
）
を
行

う
ほ
か
、
本
部
の
各
部
署
へ
の
内
線
取

次
や
、
駆
け
込
み
で
の
緊
急
通
報
も
可

能
で
す
。

操
作
は
簡
単
な
画
面
タ
ッ
チ
式
で
、

ど
な
た
に
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
従
来
の
電
話
番
号
は
、
代
表
電
話
智

二
二
－
四
四
四
四
で
し
た
。

　
今
後
は
、
次
の
電
話
番
号
に
な
り
ま

す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
防
本
部
総
務
課

　
予
　
防
　
課

防
災
対
策
課

通
信
指
令
課

熊
谷
消
防
署

　
な
お
、
そ
の
他
の
署
、

て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

中
央
消
防
署

妻
沼
消
防
署

玉
井
分
署

江
南
分
署

荒
川
分
署

大
里
分
署

ま
た
、

岱
二
二
－
九
九
九
九

奮
二
二
－
九
九
九
一

費
ニ
ニ
ー
九
九
九
二

智
二
二
－
九
九
九
三

智
二
二
－
九
九
九
四

　
　
分
署
に
つ
い

a智智暦暦盈
冒二三三八二
杢一六二八四
II　I　I　l　I
元〇二三二七
i三四五一一
豊一五〇一・七
天〇二〇四二

　
　
　
　
火
災
等
の
問
合
せ
番
号
で
あ

っ
た
盈
二
四
－
八
一
一
一
も
、
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

災
害
状
況
等
自
動
案
内
番
号

　
〇
一
八
O
（
九
九
）
四
一
四
一

　
こ
の
他
に
も
、
様
々
な
シ
ス
テ
ム
や
装

置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
消
防

本
部
総
務
課
ま
で
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
三
月
中
は
従
来
の
番
号
で
お

　
願
い
し
ま
す
。

緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
と
消
防
本
部

　
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
に
携
帯
用
ペ
ン

ダ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
と
消
防
本
部
に

直
接
情
報
が
入
り
、
こ
の
通
報
を
受
け

た
消
防
本
部
で
は
折
り
返
し
協
力
員
等

へ
の
連
絡
を
と
る
と
と
も
に
、
状
況
に

よ
っ
て
速
や
か
に
救
急
車
等
の
出
動
を

行
う
な
ど
、
適
切
な
対
応
を
講
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
身

体
上
慢
性
的
な
疾
患
等
に
よ
り
、
日
常

生
活
を
営
む
う
え
で
常
時
注
意
を
要
す

る
者
で
、
か
つ
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
等
の
不
安
を
解
消
し
、
生
活
の

安
全
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
．

問
合
せ
　
江
南
町
役
場
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
盈
三
六
i
一
五
一
二

一
九
番
の
上
手
な
か
け
か
た

火
事
の
場
合
は

o
何
が
燃
え
て
い
る
の
か

o
場
所
を
正
確
に
（
町
名
、
地
番
）

o
何
か
目
標
物
が
な
い
か

o
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
は

救
急
の
場
合
は

O
誰
が
ど
う
し
た
の
か

　
（
病
気
、
交
通
事
故
、
ケ
ガ
な
ど
）

o
ど
ん
な
状
態
な
の
か
、
病
人
の
場
合
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
は

O
場
所
を
正
確
に
（
町
名
、
地
番
）

o
何
か
目
標
物
が
な
い
か
、
分
か
り
に

く
い
場
合
は
案
内
人
を

o
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
は

◎

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください

3月の当番 工　事　店　名 電話番号

1　・　6　●11・16●21●26●31 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
2　・　7　●　12　●　17　●　22　●　27 ㈱光　栄　建　設 36－1052

3　・　8　・13・18・23・28 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662

5　●　10　●　15　●20　●25　●30 ㈲松　本　設　備 36－5177
（6）



トピ・り’7ス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

　税の申告はお済みですか

　平成8年分の町・県民税申告、所得税

確定申告が2月17日（月〉から町民体育館会

議室で始まりました。

　まだ申告がお済みになっていない人は、

3月17日（月）までですので、お早めに済ま

せてください。

ω
〇
五
〇
↑

健康づくり講演会

、、鵬嬰、麟磐盤畿σ
りをめざして」が行われました。

　講師は、医師の石川雄一氏（日本ヘル

スセンター所長）で、地域の中で仲間づ

くりをすることの大切さを語っていただ

きました。講師のユーモラスでわかりや

すい話に、参加者は大変熱心に聞きいっ

ていました。
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受
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ド

澗
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
O
　
O

　
も
し
皆
さ
ん
が
病
気
で
医
者
に
か
か

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
た

ら
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
診
察
を
う
け
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
主
治
医
と
良

い
関
係
を
保
つ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

つ
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
の
あ
る
大
き
な
病
気
や
ア
レ
ル
ギ
ー

　
な
ど
の
特
別
な
体
質
の
こ
と
も
伝
え

　
ま
し
ょ
う
。

⑤
別
の
病
気
で
他
の
病
院
に
通
院
し
て

　
い
て
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
場
合
は
、

　
必
ず
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

二
度
目
の
診
察
か
ら
は

①
王
治
医
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
守
っ
た

　
か
ど
う
か
を
伝
え
ま
す
。

②
特
に
、
症
状
が
悪
化
し
た
よ
う
な
時

　
は
そ
の
こ
と
も
伝
え
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
上
手

に
医
者
に
か
か
り
、

係
を
保
ち
、

と
が
大
切
で
す
。

分
自
身
の
健
康
管
理
を
し
て
く
れ
る
か

か
り
つ
け
の
医
者
を
決
め
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

●
診
察
を
受
け
る
時
の
注
意

　
診
察
の
際
、
話
の
要
領
を
得
な
い
人

が
い
ま
す
。
具
合
が
悪
く
早
く
治
し
て

も
ら
い
た
い
一
心
か
ら
冷
静
さ
を
欠
い

て
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
が
、
順
序
だ

て
て
き
ち
ん
と
話
を
し
な
い
と
医
者
は

診
察
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
せ
ん
。

も
し
、
病
気
に
な
り
そ
の
病
気

で
初
め
て
診
察
を
受
け
る
時
は

　
①
ま
ず
最
初
に
、
一
番
苦
し
い
状
態
を

　
　
伝
え
ま
す
。

し
②
次
に
い
つ
か
ら
具
合
が
悪
く
な
り
は

｝
　
じ
め
た
か
を
伝
え
ま
す
。

｝
③
そ
し
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

騨
　
ど
の
よ
う
に
症
状
が
変
わ
っ
て
き
た

｝｝
　
か
を
伝
え
ま
す
。

鱒
桝
④
最
後
に
、
今
ま
で
に
か
か
っ
た
こ
と

幅貰悸
～
ρ
～
炉
［
♪
ρ
p
’
費
ρ
ン
σ
「
一
“
で
一
ひ
・
」
σ
r
J
“
ず
」
亭
〆
J
o
〆
’
σ
f
d
6
ノ
、
一
づ
で
一
づ
‘
・
◎
r
一
“
r
門
づ
r
『
σ

●
主
治
医
と
良
い
関
係
を
保
つ
に
は

①
主
治
医
に
指
示
さ
れ
た
通
り
の
療
養

　
生
活
を
送
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
診
察
に
つ
い
て
の
疑
問
点
は
き
ち
ん

　
と
質
問
し
ま
し
ょ
う
。

③
健
康
診
査
を
受
け
、
健
康
相
談
を
す

　
る
時
は
主
治
医
の
と
こ
ろ
で

④
健
康
に
関
す
る
こ
と
は
何
で
も
気
軽

　
に
相
談
で
き
る
関
係
に
な
る
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
お
互
い
に
信
頼
し
あ
え
る
関
係
に
な

　
り
ま
し
ょ
う
。

⑥
他
の
病
院
で
の
専
門
的
な
検
査
や
治

　
療
は
主
治
医
の
紹
介
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
…
）

己
匂
う
η
）
乞

　
　
　
　
　
　
　
亥

お
願
い
し
♂
巧

’
ラ
レ
く

〈
．
伽
∠

多

　
二
月
二
日
（
日
）
、
苗
場
ス
キ
ー
場
を

会
場
に
町
民
ス
キ
ー
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
六
十
六
名
が
参
加
し
バ
ス
ニ

台
で
早
朝
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た

ス
キ
i
教
室
が
行
わ
れ
、
プ
ル
ー
ク
、

ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
基
本
的
な
実
技
講
習
を

行
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
人
た

ち
も
基
本
を
身
に
つ
け
、
午
後
に
は
上

手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
ス
キ
ー
日

和
の
中
で
皆
楽
し
く
ス
キ
ー
を
行
い
、

充
実
し
た
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

ひ’葦

●

譲
聾

舞

（8）
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★
平
成
九
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
基
礎
年
金
番
号
で
す
。

　
こ
れ
は
、
あ
な
た
の
一
生
の
番
号
と
な
り
ま
す
の
で
（
年
金
手
帳
に
貼
っ
て
）
大

切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

　ま

だ
届
い
て
い
な
い
人
は
二
月
に
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
お
ま
ち
く
だ
さ
い
。

　確”羅胞　　　 　　　　　　 　　 　　＿

肝一．匝
　　　、再川掴，　　刊552167ら2052509100
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こ
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基
礎
年
金
番
号

通
知
書
欄
に
間
違
い
が

あ
る
時
は
、
役
場
年
金

係
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
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平成9年1月以降、国民年金や厚生年金保験に関εる

灘講鑑△

※
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
な
ど
二
種
類
以
上
の

年
金
に
加
入
し
た
こ
と

の
あ
る
人
、
同
じ
年
金

で
二
つ
以
上
の
番
号
を

持
っ
て
い
る
人
は
右
側

の
欄
の
ー
・
2
に
○
を

つ
け
、
住
所
・
氏
名
等

を
記
入
の
う
え
、
必
ず

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て

あ
な
た
の
年
金
の
記
録

が
】
つ
に
な
り
ま
す
。

　
厚
生
年
金
ま
た
は
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
の
配
偶
者
の
人
は
第
三
号

被
保
険
者
と
な
り
、
こ
れ
に
該
当
す
る

人
は
届
出
を
す
る
と
保
険
料
が
納
付
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
届
出

を
忘
れ
て
二
年
以
上
た
つ
と
時
効
で
未

納
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
三

月
ま
で
に
届
出
を
す
る
と
、
今
ま
で
の

部
分
が
す
べ
て
納
付
済
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

　
ご
主
人
（
奥
さ
ん
）
と
保
険
証
が
い

っ
し
ょ
だ
っ
た
時
は
第
三
号
に
該
当
し

ま
す
の
で
、
も
う
…
度
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

　
・
夫
（
妻
）
の
厚
生
年
金
手
帳

　
・
妻
（
夫
）
の
国
民
年
金
手
帳

　
・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

　
・
保
険
証

　
・
印
鑑

σ

　　　　　　ト墾鞭1［
用
さ
れ
な
い
よ
う
．

カ
ー
ド
会
社
と
警
察
に
連
絡

を
入
れ
、
無
効
の
手
続
き
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
届
け
出
前

に
使
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

て
も
、
盗
難
保
険
に
入
っ
て

い
れ
ば
損
害
額
が
戻
っ
て
き

ま
す
。
カ
ー
ド
会
社
の
紛
失

・
盗
難
係
の
電
話
番
号
は
必

ず
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
海
外
旅
行
へ
出
掛
け
る

と
き
は
、
旅
行
先
の
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
も

忘
れ
ず
に
。

　
サ
イ
ン
ひ
と
つ
で
手

軽
に
買
い
物
が
で
き
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
。

で
も
、
手
軽
な
だ
け
に

使
い
万
に
注
意
も
必
要
。

　
万
一
．
紛
失
や
盗
難

と
い
う
事
態
に
陥
っ
た

ら
、
第
三
者
に
不
正
使

　
　
　
直
ち
に

ぎ馨ア葦膝三…

　
簡
単
に
不
正
使
用
さ
れ
な
い
た
め

に
も
、
暗
証
番
号
を
ひ
と
ひ
ね
り
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
誕
生
日
や
電
話

番
号
な
ど
は
、
免
許
証
と
一
緒
に
落

と
し
た
と
き
に
被
害
に
遭
い
や
す
い

の
で
、
避
け
た
万
が
賢
明
で
す
。

　
う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
が
、
引
っ

越
し
後
の
住
所
変
更
届
。
住
所
が
変

わ
つ
た
ら
．
銀
行
だ
け
で
な
く
カ
ー

ド
会
社
に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
カ
ー
ド
が
使

え
な
く
な
っ
た
り
、
新
し
い
カ
ー
ド

が
前
の
住
所
に
送
ら
れ
て
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
銀
行
や
百

貨
店
な
ど
実
に
多
く
の
会
社
が
発
行

し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
作
れ
る
か
ら

と
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
二
枚
、
三
枚

u借金、、であることを忘れずに呼
び
名
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
も
、

が
自
分
の

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

と
複
数
の
カ
ー
ド
を
持
つ
人

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
年

会
費
が
か
さ
ん
で
不
経
済
な

上
、
い
ざ
と
い
う
時
、
紛
失

や
盗
難
に
気
づ
く
の
が
遅
れ

る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
カ
ー
ド
は
あ
ま
り

多
く
持
た
ず
、
目
的
に
ム
ロ
わ

せ
た
メ
イ
ン
カ
ー
ド
に
絞
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
は
収
入
に
見
合
わ
な

い
買
い
物
を
続
け
る
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
ホ
リ
ッ
ク
（
中

毒
）
」
に
陥
る
人
も
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ

　
“
借
金
”
で
あ
る
こ
と
を

う

幅
．
⇔

で窺㌧ミ，”’）

・、　　　、才ジロニ、ノ

（9）
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江南町教育相談

教育上の諸問題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用ください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　智36－1521内線237

暑☆②☆個
きちんと納めていますか？

国民年金の保険料

～国民年金保険料を

　　窓ロから納めている人へ～
　国民年金保険料の口座振替が、平

成9年4月より次の銀行の全国どこ

の支店でも引き落としができるよう

になりました。

　この機会に、便利なロ座振替をご

利用ください。

妻が65歳になると、うち切りになり

ます。そこで、妻の老齢基礎年金額

に、生年月日に応じた額が、加給年

金にかわって加算されます。これを

振替加算といいます。

サラリーマンの妻は昭和61年3月

までは国民年金の加入は任意加入と

なっていました。このため加入期間

の短い人は年金額が少なくなります。

60歳　　　　　65歳

ります。

詳しくは住民福祉課（智36－1521

内線225）までお間い合わせください。

夫

特別支給の 老齢厚生年金

あさひ銀行　　さくら銀行

第一勧業銀行　群馬銀行

武蔵野銀行　　足利銀行

北越銀行　　　東和銀行

東京相和銀行　埼玉縣信用金庫

くまがや農協　郵便局

　　　　　以上の本・支店

　　年金の振替加算とは

　　　なんでしょうか

夫の老齢厚生年金に妻の分として

加給年金額が加算されている人は、

老齢厚生年金　老齢基礎年金

妻の加給年金額

妻 振替加算
老齢基礎年金

臨時福祉特別給付金が

支給されます

●

臨時福祉給付金

　支給対象者1人につき　1万円
臨時介護福祉金

　支給対象者1人につき　3万円
臨時特別給付金

　支給対象者1人につき　1万円
本年4月から消費税率が引上げら

れることとなりましたが、これに伴

って老齢福祉年金・特別障害者手当

の受給者や在宅でねたきりの老人、

65歳以上のかたがたに対し、臨時福

祉特別給付金が支給されることとな

りました。

　なお、65歳以上のかたに給付され

る臨時特別給付金には所得制限があ

ることから、給付されないかたもあ

知っていますか？あなたの街の

君の職場の最低賃金

　埼玉県最低賃金が10月1日、産業

別最低賃金（非鉄金属製造業ほか5

件）が12月1日に改正されました。

詳しくは、埼玉県労働基準局賃金

課（ao48－822－7146）または最寄り

の労働基準監督署へお間い合わせく

ださい。

米の小売業の登録を受付ます

受付期　4月1日㈹～30日㈱
間　　　（土、日、祝を除く）

申請用紙の　江南町役場住民福祉課

配布・受付

登録要　①米の販売のための売り場

件を利用できること
　　　②米の小売業を適確に遂行

　　　　できる資力信用を有する

　　　　こと
　　　③新食料法を遵守している

　　　　こと
登録日　6月1日（日）

　　　（なお実際に登録通知をお

　　　渡しするのは6月2日以降
　　　となります。）

問合せ　住民福祉課（費36－1521）

　　　または熊谷農林事務所

　　　（智23－2812）
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航空自衛隊熊谷基地

さく　ら祭
日時4月6日（日）

　　午前9時～午後3時
場　所　航空自衛隊熊谷基地

桜染井吉野など約750本
催し物　航空機の編隊飛行

　　通信機器などの展示
　　般空生徒隊文化祭
　　航空音楽隊による演奏　他
その他　4月5日（土）

　　午後5時30分～午後8時の
　　間、夜桜の通り抜けを実施

　　します。
問合せ　熊谷基地第4術科学校総務

　　課　智32－3554　内線204

江南町いけばな芸術展

江南町いけばな芸術協会主催によ

り、第1回の花展を開催します。春

の花に逢いにお出かけください。

日　日寺　3月14・15・16日

　　午前9時～午後5時
場所ピピア展示室
問合せ　江南町いけばな芸術協会

　　智36－4843

江南ギタークラブ定期演奏会

　「こうなんギターコンサート」と

題して演奏会を開催いたします。

初春のひとときをギターの音色で

お楽しみください。　（入場無料）

日時3月16日（日）

　　午後1時30分　開場
　　午後2時　　　開演
場所総合文化会館ピピァホール
内容クラシック6ポピュラー・

　　演歌・童謡など会員による

　　演奏。特別ゲストも予定し

　　ています。

曝qしqゆ場
危険物取扱者試験

及び試験準備講習会

平成9年度第1回危険物取扱者試
験及び準備講習会が次のとおり開催
されます。

準備講習会

日　時　5月10日（土）、11日（日）

場　所　熊谷市立勤労会館

受講料　6，700円（ただし、テキスト

　　代は別）
受付4月14日（月）から25日働まで

　　　（土・日は除く）

申込書の交付、受付及び詳細につ

いては、熊谷地区消防本部予防課盈

22－4444、なお、4月1日から智22
－9991に変更予定、妻沼消防署智88

－2114まで。

危険物取扱者試験

試験日　5月25日（日）

場　所　東京国際大学（川越市）

受付　4月4日働から20日（日）まで

　　郵送で受付ます。
　　　（締切日消印有効）

受験申請用紙は、熊谷地区消防本

部予防課、妻沼消防署に用意してあ

ります。

簿記2級コース

日本商工会議所簿記検定2級資格

取得を目指す。

日時4月9日㈱～6月6日働の
　　うち26日間（月・水・金）

　　9時30分～15時30分
場　所　熊谷福祉センター

申込み　3月19日㈱までに、はがき

　　持参のうえ、プリモラ熊谷
　　　（熊谷女性職業センター）

　　にある申込書に記入し提出
　　してください。
対象簿記検定3級または知識を
　　有し、受講後、就業を希望
　　する人で、全日程出席可能

　　な女性
人　員　30名（申込多数時は抽選）

費　用　無料（教材費6，000円程度、

　　検定料4，080円は自己負担）

問合せ鞭彗1購醐撫σ

　　業センター）暦23－2816

暑◇5◇偲◇施
　行政・心配ごと相談

日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時3月25日（幻

　　午前9時30分から正午まで
場　所　勤労福祉センター研修室

齋水新榎小笠奥月　横　飯荒　小　茂　森賀後　関　山清鈴福　月　ウー｛き
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昏
旨
召
魯
召
召
召
穏
魯
召
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
小

だ
よ
り
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

瘍
塁
塁
ウ
房
瘍
房
嘉
塁
3
脅

誘
め
で
と
う

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
（
）
保
護
者

　
　
男
子
　
　
（
公
男
）

　
　
女
子
　
　
（
奏
）

　
　
女
子
　
　
（
好
直
）

　
　
男
子
　
　
（
隆
宏
）

町民のうごき
12，690

　　　　　　／11：lll』／liI

人／戸

3，780冒

3，770一

3，760

11月12月　1月　2月

2月1日現在

人口　12，684人

男
女
蹄

　　　＋3人
6，222人　　＋4人

6，462人　　一1人

3，781世帯　一6世帯

救急出動状況 1　月 累　計

交　　　　　通 5件 5件

一般　負　傷 1件 1件

急　　　　　病 22件 22件

そ　　の　　他 7件 7件

合　　　　　計 35件 35件

岡
田
み
よ

笠
原
　
満

小
林
そ
め

茂
木
ミ
チ
子

香
月
キ
ノ

況
計
件

状
累
5

動
出
月
辮

車
－

急
救
況
通

　
状
年
動
9
出
成
鵜
交

平

82　54　66　81　88

歳歳歳歳歳

中中板野野

央央井原原
（11）



　　　　ま　ゆ　こ
梅澤万由子ちやん＠
　平成8年4月3日生

両親僻獣畑，、

　うちの娘はとってもイタ

ズラ好きで、1日中家の中

を荒らし回っています。

　これからも元気で優しい

女の子に育ってください。

野
ξ

　　　　　　　　　、

卯　　、
　　　　　　　　　　戯

　　　　し　　　ほ
佐々木　偲　帆ちゃん＠

　平成8年3月21日生

両親｛票百畿征，正新周

　11年ぶりに第2子誕生、

泣くは、騒ぐは、散らかす

は、子育てってこんなに大

変だった？でも、元気に大

きくなってね。

　　　　たけ　　ふみ

鈴木健史ちゃん禽
　平成8年3月26日生

両親｛震職樋春

　石田ひかりのCMを見る

と、ニコニコしてしまうボ

クです。大きくなったら、

あんなかわいいお嫁さんを

見つけるぞ一！

　　　　み　　　つき

野呂美月ちゃん＠
　平成8年4月30日生

両親｛睾恵蝋野原

　最近、顔の表情も豊かに

なり手や足もしっかりして

きました。やさしいお兄ち

ゃんが大好きではいはいし

ながら家中を追いかけまわ

しています。

く
ら
し
の
ア
イ
デ
ィ
ア

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

里
芋
入
り

　
　
　
ぽ
た
も
ち

笠
原
ひ
さ
さ
ん
（
上
押
切
）

▼
材
料

も
ち
米
－

水
…
－

　
里
芋
…
：

小
豆
…

砂
糖
…
－

塩
－
－
…
・

：
：
：
五
カ
ッ
プ

ー
四
・
五
カ
ッ
プ

　
・
…
…
中
五
個

…
－
…
四
カ
ッ
プ

　
…
－
四
〇
〇
g

　
　
…
－
少
々

▼
作
り
方

①
小
豆
を
た
っ
ぷ
り
の
水
で
火
に
か
け
、

　
煮
立
っ
た
ら
煮
汁
を
捨
て
、
新
し
い

　
水
を
加
え
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
ま

　
す
。

②
①
に
砂
糖
を
加
え
、
つ
ぶ
し
な
が
ら

　
固
め
に
煮
つ
め
、
塩
を
加
え
て
味
を

　
整
え
ま
す
。

③
里
芋
の
皮
を
む
き
、
一
㎝
の
さ
い
の

　
目
に
切
り
ま
す
。

④
③
を
塩
で
も
ん
で
、
ぬ
め
り
を
取
り

　
水
洗
い
し
て
お
き
ま
す
。

⑤
炊
飯
器
に
、
も
ち
米
と
分
量
の
水
を

　
入
れ
、
そ
の
上
に
④
を
乗
せ
、
も
ち

　
米
の
上
半
分
に
里
芋
が
ま
ざ
る
程
度

　
に
ま
ぜ
、
炊
き
上
げ
ま
す
。

⑥
炊
き
上
が
っ
た
ら
、
里
芋
を
全
部
つ

　
ぶ
さ
な
い
様
に
ま
ぜ
ま
す
。

⑦
⑥
を
二
十
個
位
に
に
ぎ
り
、
②
の
あ

　
ん
で
く
る
み
ま
す
。

※
ご
ま
だ
れ
も
、
美
味
で
お
推
め
で
す
。

　
　
t

　
下
町
は
雨
に
な
り
け
り
春
の
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
正
岡
子
規

　
春
雷
、
春
の
雷
は
春
の
季
語
で
す
。

春
に
雷
が
鳴
る
こ
と
は
少
な
く
、
す
ぐ

に
鳴
り
や
む
の
で
気
づ
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
よ
り
風
情

が
あ
る
と
し
て
句
が
作
ら
れ
る
よ
う
で

す
。　
雷
は
春
、
夏
、
冬
と
三
つ
の
季
語
に

な
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
雷
は
特
に
北
関

東
、
鈴
鹿
山
脈
周
辺
、
九
州
の
日
田
盆

地
な
ど
に
多
く
、
三
日
に
一
度
は
夕
立

と
と
も
に
雷
が
鳴
る
と
い
う
地
方
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　
冬
の
雷
は
、
雪
起
こ
し
と
か
、
ぷ
り

起
こ
し
と
い
わ
れ
、
北
陸
な
ど
日
本
海

側
の
豪
雪
地
帯
で
雪
の
季
節
の
前
ぶ
れ

と
し
て
、
激
し
く
鳴
り
ま
す
。
ぶ
り
起

こ
し
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
寒

ぶ
り
が
捕
れ
始
め
る
の
で
、
豊
漁
の
前

兆
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
雷
に
お
へ
そ
を
取
ら
れ

る
と
よ
く
い
い
ま
す
が
、
春
雷
や
雪
起

こ
し
の
雷
も
そ
の
よ
う
な
例
え
に
用
い

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
夏
の
雷
雨
に

よ
り
気
温
が
下
が
り
、
子
ど
も
の
薄
着

を
戒
め
た
話
だ
と
し
た
ら
、
お
へ
そ
を

取
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
夏
の
雷
だ

け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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